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二口自然歩道を歩く
五感を揺さぶる巨樹の森

二口自然歩道を歩く
五感を揺さぶる巨樹の森

　三方倉山の麓、二口峡谷の森歩き

濃い空気をゆっくり吸い込む

森の風と光とかおりを身体全体で感じる

巨樹の森で五感を潤す歩き旅

　二口山塊の入口に座する整った三角の山、

三方倉山（さんぽうくらやま）。

　その山懐を２キロ余に渡って伸びる自然歩

道。清流名取川を眼下に、道沿いの巨木達

は、鮮やかに季節の移ろいを見せながら、静

かに静かに太古からの営みを続けてきた。

道ばたの草花も、奥秋保の厳しい風雪に耐

えながら可憐に命をつないでいる。

　こんな草木を愛でつつ、心地よい汗をかい

てみよう。そこに派手さはない。でもとりわけ

濃い空気が迎えてくれる。

　秋保では丁度いいことを「あんべいい」と

言う。自然とひとつになって歩くのに「あんべ

いい」、それが二口自然歩道なのだ。

　
シ
ダ
や
ツ
タ
類
、コ
ケ
類
を
従
え
、原
始
の
森
の
面
影
を
彷
彿
と
さ
せ
る

圧
倒
的
な
存
在
感
を
放
つ
カ
ツ
ラ
の
巨
樹
。

　
と
て
つ
も
な
く
長
い
時
を
生
き
て
き
た
力
強
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

　
三
方
倉
山
の
麓
、名
取
川
と
の
崖
沿
い
の
豊
か
な
森
、巨
大
な
岩
や
切
り
立
っ
た
崖
な
ど
、四
季
を
通
し

て
千
変
万
化
の
峡
谷
美
を
堪
能
で
き
る
二
口
峡
谷
の
入
口
。

　
日
本
海
型
の
ブ
ナ
林
を
中
心
に
、常
緑
の
エ
ゾ
ユ
ズ
リ
ハ
や
ヒ
メ
ア
オ
キ
な
ど
の
低
木
と
と
も
に
、太
古
の
森

を
想
わ
せ
る
シ
ダ
植
物
と
コ
ケ
類
の
群
落
の
中
、長
い
時
を
刻
み
奇
怪
な
様
相
へ
と
変
貌
を
遂
げ
た
巨
樹

た
ち
が
目
を
引
く
。

　
木
の
幹
や
倒
木
、沢
や
岩
は
も
ち
ろ
ん
、階
段
や
歩
道
ま
で
も
苔
む
す
中
に
黙
座
す
る
そ
の
姿
は
神
々

し
い
ほ
ど
に
迫
力
に
満
ち
て
い
る
。

　
濃
厚
な
空
気
を
味
わ
い
な
が
ら
の
静
か
な
山
歩
き
、そ
こ
は「
見
る
、聞
く
、嗅
ぐ
、触
る
、味
わ
う
」の
五

感
が
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
、新
鮮
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。
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　柱状節理の岩肌を滑るように流れる滝。春と秋では違う
形を見せてくれる。

三方倉 幻の滝

2

広葉樹の樹林帯に一斉に咲き誇る景観は、二口峡谷の春を告げる名所。
早春限定のカタクリ花広場
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峡谷越しに聳える磐司の迫力を感じる。
磐司眺め（休憩ポイント）
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自然歩道の終点、あとは二口林道を東へ下る。
二口自然歩道 出入口（二口林道）
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このルートで群を抜くカツラの巨樹。恐竜がいた時代を思わせる圧巻のシダ植物が辺りを覆う。
カツラの巨樹とシダ植物の群落
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　いつも山霧と滝しぶきを浴びてツルツルだ。そし
て、袂の溶岩塊の大岩 苔生して存在感を放つ。

姉滝橋とさざれ石塊の大岩
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かつて秋保の暮らしをささえた「白炭」の窯跡と馬の慰霊碑。古の山人の労苦を偲ばせる。
馬頭観音と炭窯跡群
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天に向けて聳える姿は存在感抜群。思わず見上げる!
コナラの巨樹（左）とトチノキの巨樹（右）
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　秋保ではムササビのことをバンドリとい
います。

バンドリ沢

仲良く清冽なしぶきをあげる秋保指折りのパワースポット。
姉妹滝（右が姉滝、左が妹滝）
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二口林道から名取川を覗くと、峡谷を嗅いでいるようだ。
近年「猪鼻岩」と称している奇岩

登山道分岐
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中小屋駐車場&自然歩道出入口

1

中小屋橋 名取川唯一の沈下橋を渡る。

自然の造形 姉滝橋たもとの甌穴。
おうけつ二口山塊中、最も形の良い山様をなす三方倉山。

　そのすそ、樹林帯を歩く自然歩道。

名取川右岸から階段を登り始める。

シロヤシオコースの出入口です。

秋保全体図
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